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 制度の概要

都内農業振興地域等で新たに農地を借りて又は所有して農業経営を行う法人を対象に、雇用

就農による先駆的な生産事業に係るモデル的な農業経営を展開するための施設整備を支援す

る制度です。

法人による雇用就農を促進することにより、東京農業の担い手の確保を図ることを目的とし

ており、農業経営の基盤強化と持続的発展を支援します。

本事業では計画策定から施設整備まで包括的にサポートし、最大8億円の大型投資により競

争力の高い農業経営体の育成を目指します。東京都の立地優位性を活かした高付加価値農業

の実現と、雇用創出による地域経済活性化を同時に図る画期的な支援制度として注目されて

います。

 支援内容

□ 計画策定・基盤整備事業

実施設計等の計画策定や農地基盤整備

下限1,000万円 補助率：4/5以内

□ 施設整備事業

栽培施設、管理施設、農産物加工機器等

最大8億円 下限5,000万円 補助率：4/5以内

 対象となる取組

【計画策定】

【基盤・施設整備】

 対象者

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【高額補助の活用戦略】

【東京立地の優位性活用】

 東京都農業法人の現状

農業法人数（2020-2024年）：年平均約15%増加で成長継続

雇用創出効果：1法人あたり平均8名の新規雇用

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

事業計画書

収支計画書

法人登記簿謄本

施設設計図面

 申請スケジュール

 補足事項

 問い合わせ

制度詳細 https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/nourin/nougyou/shuunou/

koyousyuunou

お問い合わせ 産業労働局農林水産部農業振興課

（農業振興担当）

TEL：03-5000-7189（直通）

受付時間：月～金曜日（祝日を除く）9:00～17:00

実施設計等の計画策定業務

事業計画の具体化と詳細設計

基盤整備工事（農地造成等）

栽培施設（ハウス、温室等）

出荷調整施設・管理施設

農産物加工機器・冷却冷蔵機器

出荷用機器・包装用機器等

農業振興地域で新たに農地を借りる法人

地域計画策定地域で農業経営する法人

雇用就農を実施する農業法人等

モデル的農業経営を展開する事業者

雇用創出効果：具体的な雇用人数と雇用計画を明示

モデル性の訴求：先駆的で他地域への波及効果

事業継続性：長期的な経営計画と収益性

地域貢献度：地域農業振興への具体的寄与

技術革新性：最新技術を活用した効率的農業

規模の適正性：補助上限を最大限活用した事業設計

8億円上限の大型投資で競合優位性確保

補助率4/5の高率で初期負担を大幅軽減

段階的整備による資金調達リスク分散

大消費地近接の物流コスト削減効果

都市近郊農業の付加価値創造機会

多様な販路開拓と直販機会の活用

農業経営コンサル：収益性の高い事業計画策定

施設設計専門家：効率的で機能性の高い施設設計

労務管理専門家：雇用就農の労務体制構築

補助金申請専門家：高額補助の確実な獲得支援

雇用創出効果を具体的に記載

モデル性と先駆性を明確に説明

収益性と継続性を数値で示す

詳細な資金計画と収支予測

補助対象経費の明確な区分

農業経営を行う法人の確認

事業目的と農業関連性の確認

効率的な農業経営に配慮した設計

雇用就農に適した作業環境

事前準備期間

事業計画策定に6～12ヶ月程度。農地確保と法人設立が前提。

専門家による事業計画の詳細検討が重要。

申請受付

随時受付

東京都産業労働局への直接申請。

事前相談を強く推奨。

審査期間

申請後2～4ヶ月程度（予定）

交付決定通知

審査完了後、交付決定または不採択を通知

事業実施

交付決定後～事業開始。

完了実績報告は事業完了後30日以内

農業振興地域または地域計画策定地域での実施が必須条件

雇用就農の実施と継続が交付の前提となる
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